
形状・寸法
形状

寸法表

孔径
d 型式 鉄骨はりウェブ

下孔径
質量
(kg)

ポジリング寸法

φ100

φ125

φ150

φ175

φ200

φ225

φ250

φ275

φ300

P100

P125

P150

P175

P200

P225

P250

P275

P300

φ110

φ135

φ160

φ185

φ210

φ235

φ260

φ285

φ310

H

20

20

23

23

23

23

23

25

25

bs

17

17

20

20

20

20

20

22

22

d¹

108

133

158

183

208

233

258

283

308

d²

128

153

178

203

238

263

293

318

343

d³

130

155

180

205

240

265

295

320

345

w

5

5

5

5

5

5

5

5

5

0.8

0.9

1.3

1.5

2.2

2.5

3.1

3.7

4.0

(単位mm)

断面図

A部

A部拡大図

型式表示例 P 100
ポジリング 孔径

適用範囲
適用範囲

構造種別
H形断面鉄骨 はり成(D)

はり材質
はりウェブ幅厚比

はり成とフランジ幅(B)の比
はりウェブ厚

塑性化領域※1への貫通孔

貫通孔径(d)

ピッチ(P)

偏心量(e)

構造部材との距離(G)
リング同士の距離(P’)

S造

2400mm以下

400N/mm2級, 490N/mm2級, 520N/mm2級, 550N/mm2級, 590N/mm2級

95以下 (ただし、塑性化領域※1に設置する場合の部材種別はFA,FB)

D/B≦8

32mm以下

φ100～300、孔径比：はり成の　 D 以下

30mm以上 (下図参照)

40mm以上

2ヵ所以下 (ただし、2ヵ所の貫通孔径の合計は　 D 以下)

※1：2Dと0.1Lo（はり内法長さ）の大きい方。ただし、シアスパン比6以下の場合は1Dと0.1Lo の大きい方。
※2：耐力確認により本規則以上の寸法が必要となる場合があります。

塑性化領域※1：e≦ 　 (　 D-d)かつ e≦　 -(tf+j)-

それ以外：e≦　 -(tf+j)-

d3：リング外径、tf：はりフランジ厚、j：はりフランジとリングの距離(下表参照)

シアスパン比6より大きい シアスパン比6以下

塑性化領域について
塑性化領域とは、はり端部において塑性化が想定される領域になります(下図の赤斜線部)。
ポジリング工法はシアスパン比(L0/D)により塑性化領域の範囲を定義しています。

2Dと0.1L0の大きい方 1Dと0.1L0の大きい方

リングの内周面に型式名と施工時のリングの向きを表示しています。
施工時にご確認ください。

印字について

H

d d ¹ d ² d ³

bs

w

・設計用軸力の作用するはりの適用範囲はP.5をご参照ください。
・ハイリングⅢ工法と併用する場合、互いの適用範囲を満足する必要があります。詳細はセンクシアに問い合わせください。
・SRCのはりには適用できません。

注意

L0

塑性化領域

はり
2Dと0.1L0の大きい方

D

柱 検  査  員  名

製  造  番  号

d³

（dは平均値）塑性化領域※1

P≧1.5d

d

e
E

D

Gd³d³GG

30mm以上 30mm以上 30mm以上40mm以上12
D

2
1Lh≧max（　  ,100）+　  d

P’

d

※2

j
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D

柱
1Dと0.1L0の大きい方
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※ L0：はり内法長さ、D：はり成

はりフランジと
リングの距離ｊ 
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